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平成 22 年５月 28 日 

各 位 

 
 

 

 

資本業務提携に関するお知らせ 

 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社（以下、「ＪＦＥエンジニアリング」）と株式会社タケエイ（以下、「タケエイ」）は、両

社とＪＦＥエンジニアリングの100％子会社であるＪＦＥ環境株式会社（以下、「ＪＦＥ環境」）との間の資本業務提携

に関して決議いたしましたので、以下の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．資本業務提携の趣旨 

ＪＦＥエンジニアリングは、ＪＦＥグループの総合エンジニアリング会社として、社会インフラの提供を中心に、

エネルギーや環境、鋼構造及び産業機械などの分野で事業を展開しております。特に環境分野では、都市

ごみ焼却炉の建設や、プラスチックや蛍光灯などのリサイクル事業の他、CO2削減や省エネ分野など地球環

境問題に積極的に取り組んでおります。 

一方、タケエイは昭和52年の設立来、廃棄物処理はもとより、廃棄物の発生抑制支援及び再資源化に関

わるトータルな課題解決策を提供する環境ソリューション事業を拡張・充実させることで、お客様の多様なニ

ーズに迅速に対応する「総合環境企業」を目指してまいりました。同時に、将来に向けての更なる業容の拡

大を図ることを念頭に、当社単独の展開にとどまらず、シナジー効果を共有しうる戦略的な業務提携につい

て様々な角度から検討を続けてまいりました。 

産業廃棄物に対する関連法規制は、本年の「土壌汚染対策法」改正や、現在進められている「廃棄物の

処理及び清掃に関する法律」の見直し等、より一層強化される方向にあります。ＪＦＥエンジニアリンググルー

プとタケエイグループ（以下、「両社グループ」）は、このたびの資本業務提携によって、こうした市場環境に迅

速に対応し、今後成長拡大が見込まれるリサイクル市場において、両社グループ協業による事業シナジー

の創出を図れるものであると確信しております。さらに将来的には、両社グループの経営資源を機能的に融

合することの協議を進め、将来的な事業統合の可能性も視野に入れ、国内はもとより海外への事業展開も

見据えた、業界のリーディングカンパニーとしての絶対的地位を確立することで、両社グループの更なる企業

価値の向上が実現するものと判断し、資本業務提携をいたしました。 

今後両社グループは、「全国展開を志向する絶対的な存在感のあるリサイクル企業集団」を早期に形成す

るため、具体的な包括的業務提携に関する協議を進めてまいります。 

 

 
株式会社タケエイ 
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２．資本提携の内容 

 タケエイが第三者割当により新株式 1,290,000 株を発行し、ＪＦＥエンジニアリングが引受価格 1 株につき

1,318 円、総額 1,700,220,000 円にて引き受けます。また、タケエイはＪＦＥエンジニアリングから社外取締役 1

名を受け入れます。これにより、ＪＦＥエンジニアリングのタケエイに対する持分比率は 19.89％となり、タケエ

イはＪＦＥエンジニアリングの持分法適用会社となる予定です。 

 

３．業務提携の内容 

（１） 収集・運搬の相互利用及び効率化や中間処理における各種廃棄物施設の相互利用、並びにリサイクル

部門における素材化・再資源化等の多様化を図ることにより両社グループの経営資源を相互に補完し、

業務全般において事業シナジーを創出してまいります※参考①。 

具体的には、 

①ＪＦＥ環境は、建設廃棄物処理事業を段階的にタケエイへ集約し、効率化を図ります。 

②タケエイは、金属やプラスチックのリサイクルについてＪＦＥ環境と協力し、一段の素材化・再資源化等

の多様化を図ります。 

（２） また、新規事業として、 

①再生石膏粉付加価値化事業※参考②（中間処理された石膏粉を原料にリサイクル商品の付加価値化を

図る事業）に関し、タケエイが事業主体となる共同事業を検討してまいります。 

②また、プラスチック燃料供給事業※参考③（ＲＰＦ等（注）を製造会社から購入・集約し、需要家へ販売する事

業）に関し、ＪＦＥ環境が事業主体となる共同事業を検討してまいります。 

（３） さらに、その他リサイクルに関わる様々な事業（非鉄金属や蛍光灯のリサイクル事業及び建設廃棄物の

リサイクル事業等）に関する業務提携を推進してまいります。 

（注）RPF: Refuse Paper & Plastic Fuel の略称。マテリアルリサイクルが困難な古紙及びプラスチックを原料とした高カロリーの固形燃料です。 

≪参考①≫

両社グループの経営資源の相互補完・相乗効果イメージ図
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合弁会社の事業スキーム（１）再生石膏粉付加価値化事業
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合弁会社の事業スキーム（２）プラスチック燃料供給事業
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《参考②》 
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《参考：各会社の概要》 

2010年3月31日現在 

(1) 名称 ＪＦＥエンジニアリング㈱ ＪＦＥ環境㈱ ㈱タケエイ 

(2) 事業内容 エンジニアリング事業（エネルギ

ー事業、都市環境事業、リサイ

クル事業、鋼構造、産業機械事

業）等 

各種リサイクル事業、廃棄物焼

却事業、物流事業等 

廃棄物の処理及び再資源化事

業等 

(3) 設立年月日 2003 年４月１日 1977 年 10 月 29 日 1977 年３月７日 

(4) 本店所在地 東京都千代田区大手町二丁目

6 番 2 号 

神奈川県横浜市鶴見区弁天町

3 番地 1 

東京都港区芝公園二丁目 4 番 1

号 

ダヴィンチ芝パークＡ-10 階 

(5) 代表者 代表取締役社長 岸本 純幸 代表取締役社長 塚本 英夫 代表取締役社長 三本 守 

(6) 資本金 10,000 百万円 650 百万円 3,282 百万円 

(7)  発行済株式

数 

55,730,000 株 2,726,000 株 5,195,600 株 

(8) 純資産 77,044 百万円 6,808 百万円 10,458 百万円 

(9) 総資産 265,347 百万円 10,722 百万円 29,321 百万円 

(10)決算期 ３月 31 日 ３月 31 日 ３月 31 日 

(11)従業員数 7,500 人 約 920 人 777 人 

(12)大株主、議決

権比率 

ジェイ エフ イー ホールディン

グス㈱ 100％ 

ＪＦＥエンジニアリング㈱ 100％ 藤本 武志 16.17％ 

三本 守 14.47％ 

東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱

9.67％ 

日本マスタートラスト信託銀行

㈱ 8.23％ 

日本トラスティ・サービス信託銀

行㈱ 5.29％ 

(13) 主 要 取 引 銀

行 

㈱みずほコーポレート銀行 ㈱みずほ銀行 ㈱りそな銀行 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

(14) 当 事 会 社 間

の関係等 

関連当事者への

該当状況 

該当事項はありません。 

 

     ＪＦＥエンジニアリング：総務部 広報グループ    （045）505-8953 

タケエイ         ：経営企画部 ＩＲ・広報担当  （03）6361-6820 

本件に関するお問い合わせ先


